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資料

1940年代ニューヨーク市公立学校精神遅滞学級における

「職業教育 (OccupationalEducation) Jの理念と

コア・カリキュラムの実態

本間貴子

本稿では、 1940年代ニューヨーク市公立学校精神遅滞教育において行われたれ賎業

教育jのコア・カリキュラムに焦点を当て、その理念と実態を明らかにした。 IJ陳業
教育」は、社会貢献・社会的成熟・社会適応を目的とし、①単なる職業技術スキルの

提供ではなくソーシャルスキルを提供する、②生活全体に適応させるために提供する

教育活動全体で、行う、③入学から卒業まで長い期間にわたり連続的・段階的に実施す

る、という理念的特徴を有していた。コア・カリキュラムは、ソーシャルスキル、

話技術、算数、健康・安全、職業スキルの五領域の内容があり、①家庭生活から地域

生活、就労生活へと内容が広がり連続牲をもっ、②生活経験と基礎的な認知学習の双

方の実施、③集団の活動を重視、④ソーシャルスキルと生活スキルは繰り返し実施す

るという特徴があっt::.o
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しはじめに

アメリカ合衆国の公立学校における精神遅滞

("mentally 印刷-ded門)教育は、 1920~30年代に

かけて精神遅滞者の地域生活を認め、社会適応

(social adjustment) に重点を置くようになる。

その傾向が顕著に表れたのは1931年のホワイ

トハウス会議の特別学級委員会 (WhiteHouse 

Conference on Child Health and Protection， the 

Committee on Special Classes;以下、 1931年ホワ

イトハウス会議)による提言においてである。

この提言では精神遅滞教育の呂的は fト分に社

会適応させるという観点で対象児の知力

(mental capacities) と感情のコントロールを発

達させること」だとされた。また、 fカリキュ

筑波大学的成大塚特別支援学校

ラムは成人以後に求められることにより、ある

部分は決定される必要がある。第一に熟考すべ

きことは、サブノーマル (subnormal) が結局

できる仕事は何か、ということである。」と卒

業後の社会で、求められることによってカリキュ

ラムを決定するべきだと示唆した (WhiteHOLlse 

Conference 011 Child Health and Pr・otection，the 

Committee on Special Classes [1931J 455)。

上述のホワイトハウス会議の提言以後、アメ

リカ最大の都市で、あるニューヨークTI'iの公立学

校精子11I発達遅滞学級 (Classesfor Childrel1 with 

Retarded Mental Development;以下、 CRMO学級)

では、 1930年代、 1940年代と社会適応と職業

教育を重視した教育実践がなされる。本1M]・米

国 (2014) はニューヨーク市CRMO学級にお

いてエリザベス・ファレル (ElizabethFarrell 

1870-1932)とエリザベス・ウォルシュ (Elizabeth



Walsh 1877同 1940) 指導主事時代の 1920~30年

代に、社会適応をE指した性格教育、地域資源

を活用した「興味の仁1=1心j学習、道具教科とし

ての読みの学習が導入され、有能な生徒に職業

教育の強化が図られたことを明らかにした(本

間・米国 [2014J)0 1940年代においては、 1)

チヤード・ハンガーフォード1)指導主事時代

(Richard Hangerford 1903-1974，指導主事.director

の在任期間 1942-1953) 、ニューヨーク市精ネ[jJ~合

連遅滞部局 (Bureaufor Childr・enwith Retarded 

Mental Development;以下、 BCRMD)が「職業

教育」プログラム (OccupationalEducation)を正

式に開始した。 1943年にはハンガーフォードと

CRMD教員のCデポロスポ (ChrisJ. DeProspo 

1910-2000)がCRMD教師協会 (TheAssociation 

for New York City Teachers of Children with 

Retarded Mental Development)からCRMD学級

教師向け雑誌“OccupationalEducation刊誌 (1943-

1953年)を発Tリする (Irvine[1977J 136)。ハン

ガーフォードは、 1942年から 1953年にニュー

ヨーク市における「職業教育Jプログラムの実
施により、特別教育のパイオニアと称されてい

ることからも (Irvine[1977J 136)、1940年代の

ニューヨーク市における「職業教育Jは特別教

育分野において一定の評価を得ており、 1931年

ホワイトハウス会議以降の都市レベルの実践事

例として分析する意義があると忠われる。

しかし、これまでのニューヨーク市精神遅滞

教育に関する先行研究では1899年の学級創設期

から 19301:]三代までを分析の中心としており (粟

野， 1996; Hendrick & MacMillan， 1989;中村.133代ラ

1992; Kodeラ2002;本間・米国， 2011)、1940年代

の f職業教育」は十分に解明されていない。

ハンガーフォードが行った「職業教育jプロ

グラムには、「職業教育Jカリキュラム開発と

卒業生のフォローアップも含めた組織的進路指

導の推進の 2つが含まれる。前者については

1942年から 1947年頃にコア・カリキュラムの

I~自発がなされ、 1948年以降、 BCRMD は「スキ

ル・シーケンスにおける次のステップ」として

新たに委員会を立ち上げて前半期に行ったカリ
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キュラムの修正をしていく (Rosenzweig[1948J 

1-3)。後者の組織的進路指導の完成形も 1948年

以降に明らかにされる (Shainman[1948aJ 64)。

このように f職業教育」全体の内容は広範であ

る。そこで本稿では、ハンガーフォード指導主

事時代のニューヨーク市CRMD学級で実施さ

れた「職業教育」のうち、その理念と、 1947年

頃までに示されたコア・カリキュラムの実態を

明らかにすることを目的とする。

方法としては、「職業教育」の理念について

は通常教育の職業教育および1930年代までに

CRMD学級において行われた職業教育と比較す

ることで、「職業教育」の理念的特徴を 1~:J らか

にする。併せて、その理念の推進に関わる経営

(BCRMDによる「職業教育J運用戦略、組織化)、

対象 (1940年代のCRMD学級対象生徒の変化、

対象像、集団編制)についても分析する。コア・

カリキュラムの実態については、目標、内容、

方法、コアの段階牲を分析の主JV立とし明らかに

する。

本研究では史料として、ニューヨーク市教育

委員会報告“NewYork City Board of Education 

Annual Report of Superintendent刊と、ノ、ンガー

フォードカq943i[三に手合干Ijした“Occupational

Edllcation刊誌を主史料とする。前者は在籍者数

の推移などの統計を把握可能なほか50周年記

念教育委員会報告は通常学級と特別学級を含め

たニューヨーク公立学校政策の概要が把握可能

である。後者は主に「職業教育Jのカリキュラ

ムの年間計画と授業計画を把握可能である。

また、本研究は歴史的研究のため、歴史的用

語を使用する。なお、本研究では、「職業教育」

と「生徒jという単語について次のように用い

る。

①「職業教育J(Occupational Education) … 

本研究で用いる「職業教育」は1940年代のハ

ンガーフォード指導主事時代のニューヨーク市

CRMD学級で展開した“OccupationalEdllcation" 

に限定する。本文で明らかにするが1930年代

以前のCRMD学級で行われた職業教育と 1940

年代の「職業教育」は理念が異なるため、 1930

凡
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年代以前のCRMD学級における職業教育を鍵

括弧っきの「職業教育」には含めないこととす

る。

②生徒・・・ニューヨーク市CRMD学級は、

1940年代に初等学校からハイ・スクールまで

設置され、生活年齢は6歳から 18歳頃の生徒が

含まれており、史料では“child"、“children円、

"pupil"が混在し月3いられている。これらの月3語

を本研究では全て生徒と表記する。

1I. i職業教育」の理念と呂標

1. i職業教膏Jの理念
ハンガーフォードは、 1935年から5年間デト

ロイト市で「職業教育J を試行した後、 1942~

1953年までの11年間ニューヨーク市で公立学

校特別学級システムの管理者として「職業教育J
カリキュラム開発に尽力していく (lrvine[1977J 

136)。その初期 (1930年代末から 1943年頃)

において彼は、当時の精神遅滞教育では通常教

育によじして職業教育や進路指導(vocational 

guidance) を受ける機会が乏しいことが|問題だ

と主張した CHungarford[1941J 103)。実際に

1930年代以降の通常教育では、職業ハイ・ス

クール (vocationalhigh school) で教育を受ける

者は1931年には約6200人であったが、 1940年

には約52，600人に増加する。また、職業教育の

作業種をl時代に合うよう改良したり、 ドロップ

アウトの予防を目的とする進路指導 (guidance)

の強化がなされた (NewYork City Board of 

Education [1949J 135， 170， 180)。一方1930年代

のCRMD学級では、職業教育は年長の生徒の

中の知力の高い就労の可能性のある者に限定し

て行われ、 i荷業学校等で職業教育を受けていた

のはごく少数の優秀な精神遅滞生徒のみであっ

た(本間・米国 [2014J30)。

精神遅滞生徒への職業教育充実化の主張は、

ハンガーフォードに限らなかった。ニューヨー

ク市では1935年、 BCRMDが元生徒の追跡調査

を根拠に「公立学校が精神遅滞生徒に職業訓練

を提供することは正義である」と主張したけhe

New York Times [1935.7.27J)。この調査は元生

徒の66%に就職経験があると明らかにした一

方で、彼らの在職期間は 1週間から 9年と!揺が

あることを示した。つまり 34%の生徒は就職

の経験がなく短期i習で失職する者がいる事実も

明らかになったのだが、この結果をニューヨー

クタイムズ紙は、「精神欠陥児が生活費を稼ぐ

(earn li v ing)ことに相応しいことを示しているJ
と評価し、精神遅滞者が就職するための訓練を

公立学校が担うことに賛意を示したヘ

ただしハンガーフォードは、 1942年以降

ニューヨークm*計111遅滞教育において「職業教
育」を実施するにあたり、次に示す少なくとも

3点を通常教育の職業教育および1930年代ま

でのCRMD学級における職業教育と異なると

考えていた。第ーに、彼は、失職原因の多くが

態度面や情緒聞の非技術部の課題であることを

指摘した上で、手工スキルよりもむしろ非手工

スキル (non-manualskill) を教える必要がある

と主張した (Hungerford[1941J 103-104)。非手

工スキルとは、言葉の受け答え、マナー(公共

の場、家庭、仕事、遊び、移動中)、良い習慣(仕

事と健康)、他者との関係(家庭、近所、職場)

などで (Mooney[1945J 131)、いわゆるソーシャ

ルスキル的な内容である。それまでのCR抗D

学級では、年長で就職を期待できる知的能力の

高い生徒に限定して19日年頃から手工訓練を

中心とする職業教育を開始し、 1930年代には

近瞬の産業に合わせた作業を実施しており(本

間・米国 [2014J30)、非手工スキルを将来の就

職に直結するものと明確に位置づけて職業教育

の一環として取り扱うことはなかった。通常教

育においても 1930年代以降産業状況に応じて

様々な職種の技術スキルを強化した「産業教育

(industrial education) Jとしての職業教育が実施
されており、ハンガーフォードの非手工スキル

を重視する「職業教育jとは異なっていたO

第二に、ハンガーフォードは「生活全体に子

どもが適応できるように支援することが学校の

責任である」と考え、「職業教育」を教育活動

全体で行うべきだと述べた (Hungerford[1941J 

104; [1947J 55)。通常学校では、アカデミック

内ノペ】
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な教科学習と職業教育では授業が分かれてい

る。また 1930年代までのCRMD学級の職業教

育は、あくまで就職の可能性のある者に対し行

う特別な訓練であり他の学習とは分かれた教育

であった。しかし彼は、精神遅滞の生徒に庁職

業教育jを『パラ肉jのように分けて教えるこ

とはできなしl。子ども全体 (thewhole child) 

に働きかけるものである」と述べ (Hungerford

[1941J 104)、生活全体に生徒を適応させるた

めに提供する教育活動全体を「職業教育jとし

たので、ある。

第三に、ハンガーフォードは精神遅滞教育に

おける「職業教育」は学校入学の低年齢から卒

業まで長期間にわたり連続性・段階性を重視し

実施するべきだと考えた (Hungerford[1941J 

104-105)。これは通常教育の職業教育は、主に

9学年から 12学年まで強化が図られていたこと

(New York City Board of Education [1949J 135) 

とは異なる指向であるヘまた既述のように

1930年代までの CRMD学級の職業教育も 10~

17歳の年長かつ知的能力の高い生徒に限定し

ており(本間・米間 [2014J30)、この点とも異

なる。だが1940年代のニューヨーク市BCRMD

は、年少の精神遅滞児を施設に送らず公立学

校で教育を続け、年長の生徒を早期に働かせ

ず学校で教育を受けさせ、就職に向けた準備

機会を提供するという方針を示しており (The

Association for New York Teachers of Children with 

Retm台 dMe凶alDevelopment [1946J 119)、ハン

ガーフォードの考えは当時のCRMD学級教育

の方針と合致していたのである。

このようにCRMD学級教育における「職業

教育jは、①単なる職業技術スキルの提供にと

どまらずソーシャルスキルを重視する、②生活

に適応させるために生徒が行う全ての教育活動

全体で行う、③入学から卒業まで長い期関連続

的・段階的に実施するという理念的特徴を有し

ていた。「職業教育」はそれまでの精神遅滞教

育の職業訓練や通常教育の職業教育とは異なる

5虫自のプログラムといえる。

2.社会貢献と社会的成熟を目標とする「職

業教育」

iJ融業教育」の教育目標においては、一般就

労にこだわらず、全てのCRMD学級生徒に共

通する目探が掲げられた。すなわち「可能であ

ろうとなかろうと、社会に対し満足のいくよう

な貢献をするようにすることJを「真の特別教

育 (trueSpecial Education) の目的 (purpose)

として正当なことであるJとして、社会貢献を

目標にしたのである。社会に貢献するためには

社会的成熟が必要であり、 BCRMDは、 iJ蹴業

教育jを、生徒の社会的成熟に向けて連続した

職業的社会的スキル (occupationaトsocialskills) 

を提供するものと位置づけた。社会的成熟は

トータルで適応することであり、あくまで職業

適応 (occupationaladjustment)はその一部とし

て必要とされるとした (TheAssociation for New 

York Teachers of Children with Retarded Mental 

Development [1946] 119-121)。

上記の目標が設定された理由として、第一に、

CRMD教員らは精神遅滞生徒全てに卒後の一般

就労を想定してはいなかったためと思われる。

CRMD教師らは、将来作業所で、ヘルパーとして

就職可能な者が10%、半熟練の仕事に就職可

能な者が10%、非熟練の仕事に就職可能な者

が60%、作業所への通所が可能な者が10%、

保護対象で施設入所する者が10%と作業所の

通所や施設入所をする生徒もいると想定してい

た (Shainman[1948aJ 64)。また、 1935年の開

設以降増設をしてきたIQ50未満の生徒を対象

とする低IQ学級 (LowIQ Classes)は、「地域の

メンバーとして彼らの能力を広げる全体的な準

備のために必要な情報、習慣、態度を提供する

こと」を自擦としておりぺ「ノーマルな社会

的環境の中で生活していくことを教えることj

を重視していた (Rourke[1945] 134)。

第二Jこ、実際に 19401:1三代の景気の悪化とそ
れに伴う CRMD卒業生の就職状況の悪化があ

り、楽観的見解を抑制したと考えられる。 1944

年にBCRMDはCRMD学級卒業生徒の追跡調査

を行った。この調査結果では、元生徒の在職期
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出]が報告された。在職期間は、元生徒73人仁ド、

1年以上仕事が続いた者は21人、 9か月以上 l

年以下が7人、 6か月以上9か月以下が 6人、

3か月以上るか月以下が20人、 3か月以、下が19

人であった。 仕事の継続が6か月以下の者の中

には、他の仕事に再就職した者も含まれるが、

失職した者もいた (Weinsteinぅet.al. [1946J 43)。

ハンガーフォードは、この時期は「雇用の鈍化

に伴い、就職と勤続の双方に対し雇用者からの

要求の f締め付けjがある」状況でCRMD学

級を出た後の就職・勤続状況が非常に主主化して

いることへの懸念を表明した (Hungerford

[1945J 1)。

このように、「職業教育」の具体的な目標は、

単純な就職率の上昇で、はなく、精神遅滞者が社

会貢献・社会的成熟・社会適応、をし、地域生活

において持っている力をト分に発揮できるよう

にすることとしたのである。

3. r職業教育jを推進するためのプログラ
ムの構造化と組織の強化

ハンガーフォードは、「職業教育」を推進す

るにあたり、「きまぐれや見込みではなくJ、
「慈善活動とは異なる」かたちで組織的にプロ

グラムを提供し作用させることが必要だと主

張した。そのためには教師個人に全てを任せる

のではなく、教nmのプログラム実施をBCRMD

が積極的に支援する必要があると彼は考えた

(Hangerford [1941J 103-105 ; [1945J 1)。彼は、

教nmと行政の双方に働きかけ、プログラムを作

用させるための以下の仕組みづくりを行った。

教師への働きかけとして、第一に、「職業教

育 j を実路する上での教 I~m の|君難さや抵抗!惑

を軽減するために、「職業教育Jのコンセプ

トをわかりやすく構造化し、目標・内容・方

法を組織立て、取り組みやすいようにした。

具体的にはハンガーフォードはデトロイト市

で指導主事をした時代に試行した「職業教

育jの五層プログラム (afive-fold program) を

ニューヨーク市CRMD学級においても適用し

た (Hungerford[1941J 103 ; The Association for 

Ne¥入rYork Teachers of Children with Retarded 

Mental Development [1946J 126)。五層とは①職

業情報 (occupationalinformation)、②進路指導

(vocational guidance)、③職業訓練(vocational 

training)、④就職 (vocationalplacement)、⑤社

会に定着すること (sociaIplacement) である。

その上で、教師の責任の範聞を明確にしたD 教師i

は授業において①~③に責任を持ち、②進路指

導の仁1:1の個人的指導、フォローアップ、④と⑤

については、教師は、学校、 BCRMD、ガイダ

ンスの専門家、指導主事と連携して責任を持つ

とした (PeaceラAIston，Lucien， Anthony， Melville， 

Backう NoeI，Giaccone， Salwenラ Helwith，Schwaetz 

& Tannhauser [1948J 173・Shainman[1948bJ 65-

66)。

第二に、「職業教育Jを行う能力を得る機会

を教lini~こ提供した。 具イ本的には、 BCRMDやカ

リキュラム委員会が現職のCRMD学級教員向

けの講習やワークショップ (in-servicetraining) 

を開催した~また、 1943年のCRMD教員向け

の“OccupationaIEducation円目志の創刊によって、

教師はカリキュラムのモデルや授業事例を知

り、情報を交換し、共通理解できるようになっ

。
た

行政面では、教育委員会の役割と責任を明確

にし、組織強化を図った。教育委員会は、教r:fIi

と教育委員会内の進路や就職に関わる下部委員

会、指導主事、ソーシャルワーカ一、ナHの失業

者リハビリテーションサービスなどの機関を

コーディネートする役割を担い、各機関の述携

が円滑に進むように支援し、学校と外部組織の

関係に責任をもつこととした。特に 1948年以

降に連携の組織化は進み、専門家と教師の責任

の範聞がi珂維になり、就職と進路指導モデルも

作成された (Shainman[1948aJ 64; [1948bJ 65-

66)。

このように、円殿業教育jの理念を推進する

ために、教師にわかりやすい「職業教育Jの構

造化、それを取り組むための現職教師教育の実

施、様々な機関と専門家を含めた組織化などの

戦略的経営が関られたのである。
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ill.対象生徒の在学長期化と集包編制の課題

1 .前青年期・青年期段階のCRMD生徒の増

加

CRMD学級にはIQ50未満の精神遅滞生徒か

らボーダーラインのi経度精神遅滞生徒までの知

能レベルにi揺がある多様な障害の生徒が在籍し

ており、この点は1930年代と 1940年代に変化

はなかった。また在籍者数も 1940年11，702人、

1945年11，192人、 1950年11，767人と I万人前後

で、微増したもののほぼ横ばいで1940年代は

大きく変化がなかった (NewYork City Board of 

Education [1941J 162-164; [1950J 85，87，l05)。

だが、 1940年代のCRMD学級集団において顕

著に変化した点があった。それは、年少の生徒

と年長の生徒が増加した点で、ある。これは既述

の入学から卒業までの長い期間連続的・段階的

に実施するという「職業教育」の理念的特徴と

「年少の者を施設ではなく公立学校で教育をし、

年長の者にすぐ就職させずに職業教育を提供す

るJ(The Association for New York Teachers of 

Children ¥vith Retarded Mental Development 

[1946J 119) という方針に符合する。

実際に1942年と 1949年の在籍者数を比較す

ると (Table1，以下2段落の出典;NewYm・kCity 

Board of Education [1943J 187; [1950J 171) uJ、年

少の生徒数 (5歳から 9歳)は、 914人 (1942年)

から 1，588人 (1949年)になり、約l.7倍に増加

している。次に年長の生徒数 (13歳以上)は、

初等学校のCRMD学級の13歳以上の生徒数が

3，962人 (1942年)から2，194人 (1949年)と約

半数に減少している。その結果、初等学校の平

均年齢は、 12歳9か月から 11歳9か月に下がっ

た。

一方で、ジュニア・ハイ・スクール (1935年

開設)の生徒数は、 1942年が2，343人に対し、

1949年には3，620人と約1.5倍に増加した。さ

らに通常のハイ・スクール (academichigh 

schooI)と職業ハイ・スクール(共に 1946年開設)

の生徒数は合計で492人になった九ジュニア・

ハイ・スクールとハイ・スクールのCRMD学

級に 1，700人以上の生徒が通うようになったの

本1M] 貴子

である。

このように、 1940年代のCRMD学級では、

年少の生徒と年長の生徒の増加が見られた。こ

れは長い期間学校で学ぶようになったことを示

す。ただし、より増加がみられたのは年齢の高

い生徒であった。年齢の中央値は、初等学校で

12歳、ジュニア・ハイ・スクールで14歳後半、

ハイ・スクールで 15~ 16歳で、あり、「職業教育J

を強化する 1940年代のCRMD学級の対象は卒

業を間近に控え、卒業後の進路について検討す

るような前青年期 (Pl・e-Adolescent)、青年Wj

(Adolescent)の年齢の生徒が中心であったとい

える D

2.集窃編需IJの工夫の必要性と社会的成熟・

情緒の安定の重視

ニューヨーク市CRMD学級の多くは近隣の

数校の公立学校組織の中の一学級として設霞さ

れていた。その結果、一つの学級が多様な年齢

とニーズの生徒を含むため、教室の中でいくつ

かの異なる指導が求められる状況になっていた

(ScharfラPeace& Rosenzweig [1945J 6-7)。

「職業教育jのグループ編f!J1jは、達成度とい

う一つの要素によってグループ分けをするアカ

デミックな読み・書き・算数などの道具教科と

は異なり、多様な要素が考慮されなくてはなら

ない (May[1946J 177-179)。集団編制の要素

として、知能指数 (intelligencequotient I.Q)、

読みのグレイド (R.G.)、算数のグレイド (A.G.)

も含まれるが、特に「職業教育」においては、

生徒が自分の生活年齢と照らし合わせた11寺に十

分にパフォーマンスすることができるかどうか

は、社会的成熟度 (socialmaturation S.M.) と情

緒の安定 (emotionalstability E.S.)の程度の 2

つの要素を考慮することなしには特断できない

とされ、この 2つが最重視された。社会的成熟

尺度は、 BCRMDが資金を負担し、全ての教師

がヴァインランド社会的成熟尺度やカリフォル

ニア社会的成熟尺度などの主要な尺度を使うこ

とができるようになっていた (Scharf[1944J 

49; May [1946J 178-179)。

また、ひとつの学級ではなく、複式学級

A
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1940 年代ニューヨーク市公立学校精神遅滞学級における IJ[，設業教育 (uccupationalEducatIon) Jの翌日念とコア・カ1)キュラムの実態

Table 1 1942年と 1949年のCRMD学級在籍者の年齢の比較

初等学校 ジュニア・ハイ・スクール
通常のハイ・スクール

職業ハイ・スクール
(アカデミック・ハイ・スクール)

年齢(歳) 1942年 1949年 1942年 1949年 1942年 1949年 1942年 1949年

5 4 

6 8 40 

7 67 187 

8 258 519 

9 581 838 2 

10 962 1，137 

11 1，267 1，303 7 11 

12 1，519 1，283 80 229 

13 1.491 1，029 379 865 24 

14 1，242 653 769 1，211 87 6 

15 357 723 960 163 16 

16 333 145 349 331 145 

17 39 5 30 12 39 

18 13 5 3 10 

19歳以上

合計 8，627 7，505 2，343 3，620 470 22 

平均年齢 12歳 9か月 11歳9か月 14歳 11か月 14歳7か月 15歳 9か月 15歳 4か汚

(1U典。 NewYork City Board of Eclucation [1943]187; [1950]をもと{こ?医者-liサiY:)

(111 ul tiple-classes)方式にする議論が活発化した

(Scharf [1944J 49-57 ; Scharf， et. al. [1945J 6-7; 

May [1946] 177冊185; New， et， al. [1946J 76-94)。

この場合、複数の教lifliがチームとなり複数の学

級を担当するため、各教師の専門性がより十分

に役立たせられるし、作業、イjllJ品、供給はより

経済的に使用されると運営面からの利点も強調

された (Scharf，et. al. [1945Jι7)。

このようにC叉MD学級には多様な生徒が在

籍していたため、 IJI:能業教育Jを行う上で、集団
編制を工夫する必要があった。

五人「職業教育jコア・カリキュラムモヂルの

実態

1. コアの概要

1947 ~ 1948年の“OccupationalEducation刊誌

に掲載されたコア・カリキュラム I~閣の年間

計闘モデルによると、コア I~閣の各段階のコ

アは、コア 11家j、コア II1近所J、コアrn1私
たちの行政区j、コアN 1私たちの市J、コアV
「仕事の分野J(男女別)、コアVI1仕事の選択、
獲得、継続J(男女別)、コア四「自分の収入を

消費することj、コアvm1市民と社会人として

の労働者Jと、身近な生活場所から地域生活、

仕事の学習へと広がっている。各コアが対象と

する生活年齢は眼定されていなかったが、コア

Iが7、8歳、コア Hが9、10歳、コア IIIが11

歳、コアNが12歳、コア Vが13歳、コア日が

14歳、コア四が15歳、コ 7Vl11が16;設を主に対

象としている (Theassociation for New York City 

teachers of special ed山 ation[1947J 153-155)。

コアで取りとげるべき内容のトピックやテー

マは「コア・アイテムjとi呼ばれ、各コアに学

習の遅い生徒、平均の生徒、早い生徒別に約10

ずつ設定されている。例えば、コア II 1近所J

には、「道や高速道路での安全j、「移動の方法」、

I)~~ の種類」、「ギャングの危険ム「工場の働き

手」、「保健機関jなどのコア・アイテムがあり、

コアV 11i事の分野J(男子)には、「パートタ
イムの仕事j、「使月3人 (household-job)J、「ホ

テルの仕事j、「靴修理J、「清掃」、「血洗しづ、 f洗
濯の仕事」などがある (Areas[1947aJ 180-199; 

The Association for New York City Teachers of 

special education [1947J 153-155)。
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1940 ;'I~代ニューヨーク ill公立学校精神遅滞学級における「職業教育 (Occupational Education) Jの理念とコア・カリキュラムの実態

年間計画は、一つのコアにつき年度初めの 9

月から 6月まで10か月分からなる(休暇期間を

除く)。ひと月を 4避に分け週案を領域 (subjects)

目立に記している。領域は、主にソーシャルスキ

ル、言語技術、算数、健康・安全、職業スキル

の五領域からなる。

2.生活経験から仕事の学習までを含む広範

な内容

以下ではその具体的内容を、五占領域別に分析

する。例として 9月に行う内容をTable2に示し

た(以下の出典;Hughes [1947J 81 ; Egbert [1947J 

91 ; Zebrowski [1947J 107-110 ; Dunlap [1947J 

117; Areas [1947b] 156; Cohnラet.al [1947J 32-33 

; Whilte [1947J 56-57; Cawley [1948J 80-81)。

(1 )ソーシャルスキル

内容は、好ましい人格、他者や集団との関わ

り、集団の中での役割と責任、マナーと礼儀、

正しい受け答え、身だしなみ、働く理由や仕事

の質や言葉つ》ミいなどであり、家族 1~llの関係か

ら、近隣地域や職場の人間関係へと発展する。

方法は、良いやり方へ生徒の気づきを促すため

の議論、地域で実践する貢献的活動、仕事を任

される経験などである口身だしなみ、礼儀など

はコア I~V において繰り返し行われる。

(2)言語技術

記載内容と調11分化された項目が最も多い領域

であり、全コアで実施される。コアの下位項目

は読み、話葉、口頭表現、筆記表現、文法の正

しい用い方、綴りである。教材は、テーマに関

する読み教材、道路標識など実際の生活の中で

使うものである。方法は、議論を通して様々な

言い方を実!際に使う活動、決められた単語を用

いて文章を作成するドリルなどである。グルー

プ分けがなされ、コア 1，却は学級集団に標準

イとされたテストを行い 2グループに分けて内容

のレベルを設定し、コア VI~噛は同様のテスト

を行い進度別に 3グループに分けて内容のレベ

ルを設定している。グループ1M]の具体的な違い

は、読み教材、綴りで学習する単語の量などに

ある。

-127 

(3)算数

算数領域も言語領域とi可様に全てのコアで実

施される。

内容には、カレンダー(友達の誕生日)、時計、

道路番号、住宅地番号、学級の人数、金銭の計

算などの生活に根ざす内容が含まれている。算

数のレベルでいうと大小の概念、多少の概念、

数を数えること、大きさの計測、簡単な足し算、

倍数、分数が含まれる。方法には、実際の活動

の 1=1=1で、仕事の I~~]始・終了時間を言ったり仕事の

スケジ、ユールを立てたり、 2ずつ数えたり 10ず

つ数えたり、 ドルとセントの計算をしたりする

社会的方法と、 ドリルを用いて学習する基礎的

方法がある。コアの段階性として、内容の広が

りと算数スキルのレベルアップが見られるが、

カレンダーや時計の学習、数を数える学習など

の繰り返し行われる内容もある。

(4)健康・安全

コア刊、閣を除くコアで行われる o I健康J

項目の内容は、身だしなみ、休憩や11垂IIKなどの

生活リズム、 II窪い怪我の応急手当てなどがあ

るο 方法は、達成度を生徒-に気づかせるために

チェックリストに毎日記録し習慣化する方法、

改善方法に対する生徒向士の議論、応急セット

を実際に使う活動などである。「安全j項iヨの

内容は、登下校中や学校内の移動H寺の安全、火

事などの危i倹を紡ぐ方法などである。方法は、

実際に地域を移動する活動、危険な場所を調べ

てマップを作成する活動などである。コアの段

|隅:年智符制i皆卦削?干刊'1性l

では治療機関を調べる学習へと発展し、「安全j

では校内から道路の移動11寺の安全へと発展す

る。一方で、身だしなみと地域内の道路や交通

機関の移動に関する内容はコア I~VlIまで(コ

アm，VIをi徐き)繰り返し行われる。
(5)職業スキル

コア I~ 日l の内容には、ものの良し悲しの判

断、鉄を使った製作、清掃の仕方、ゴミの見分

け方、教室の飾り付け、荷Wi:きや材料のチェッ
ク、道具の選択なと寸の将来仕事をする上で、必要

な基礎的な要素が含まれ、コアV、VIは仕事に



必要な専門的なスキルの内容が含まれる。方法

は、コア I~Nでは身の腐りで使う物の製作、

教室の掃除なとなの活動を通して行われ、コアV、

Vlでは仕事に}有いる道具や機械を使った活動を

通して行われる。

以上の f職業教育」コア・カリキュラムの特

徴をまとめると次の四点を指摘できる。第一に、

iJ織業教育」は、家庭生活から地域生活、就労

生活へと内容の広がりと連続性がある。

第二に、言語技術、算数など道具教科は、生

活に必要なスキルを実際の活動で学ぶ方法とド

リルによる基礎的な認知学習の[jlIjl!illlで行われ

る。

第三に、ソーシャルスキル、健康-と安全に関

わる内容は、一度教えたら終わりではなく、繰

り返し行われる。算数領域の時計の読み、カレ

ンダーなどの生活に関わる内容も繰り返し行わ

れる。

第四に、集屈の活動(グループ活動)を重視

し、共通する問題を議論する方法が採用される。

議論の効果は、「個人は、より良いバランスの

取れた見方をすることができる。」、 f考えや視

点の変化の機会を提供する。J、f集団を刺激し、
全ての生徒に互いに学ぶことを可能にするJと
考えられていた (Cohen[1945J 54)。

3. r職業教育」における多様な評価と課題
(1 )多様な評価と連携への活用

CRMD学級の教育の評価は、アカデミックの

教科の修得や就職率など、通常カリキュラムの

基準や経済的影響など外的要因に左右される基

準で良し悪しを判断できない面があり、 CRMD

学級は、生徒の成長と教育サーピスを評価する

ための様々な方法をもっていた。

生徒の成長を評価する方法として第一に、

心理テスト、半年に一度行う読み・綴り・算

数の達成度テスト、社会的成熟度尺度などの

検査があった。また情緒の安定を測る観点も

Occupational Education誌で紹介された (May

[1946J 177)。

第二に、「精神遅滞にとって、教育者が絶え

ず評価し、生徒が自己評価できるように導くこ

本部j 貴子

とは重要であるJとの考えから、即時的な測定
を行い (immediatemeasurement)、生徒の目標

と結果を記録し、自己記録票を作成し、生徒が

自分の進歩をわかるようにしていた。 fそれが

たとえ小さい進歩であっても、教育的プログラ

ムが活力に満ちることになるjとし、自尊心を

高めることも期待されていた (May[1946J 177-

179)0 

このように個々の成長の伸びを丹念に記録し

て評価することが、生徒の成長と授業改善に役

立つと考えられており、さらに日々の個々の生

徒の記録や学級日誌が、保護者との連携、指導

主事との連携に活用されていた (May[1946J 

180-181)。

(2) r職業教育Jコア・カリキュラムの課題
1947年までの f職業教育jコア・カリキュ

ラムの課題としてOccupationalEducation誌上で、

は以下の点が挙げられた。第一に、より集団の

中の差異、偶のニーズに応じる必要性があると

いう点である。これまでも集団編制は課題であ

り試行されてきたが、グループ分けを整理し、

各グループごとのシーケンスを開発することが

課題に挙げられた (Rosenweig[1948J 1-3)。

第二に、仕事の分析の必要性である。学校に

おける仕事の訓練を効果的に行うために教師が

活用できる非熟練の仕事 (unskilledjobs) に関

する靖報の収集を強化する必要があるとされた

(Peace， et al. [1948] 173四174)。

また、 OccupationalEducation誌上では課題と

しては挙げられなかったが、次に述べる資料か

ら、低IQ学殺における「職業教育」をどのよ

うに実施するかも課題であったと考えられる。

Occupational Education誌上では、「職業教育J

のカリキュラムのコア Iの内容を低IQ学級に

おいても実施した例が掲載されているが、コア

I~Nの家や地域の内容をどのように低 IQ 学

級の将来に結びつけていくのかは、誌面では明

らかにされていない。低IQ学級のカリキュラ

ムは、良い習慣の形成、感情のコントロール、

個人の衛生、手工訓練、描くことなど一般の

CRMD学級で重視されていた内容も含む一方

口。つ
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で、一般のCRMD学級以上に感覚と運動の訓

練、スピーチの改善、身体的活動を十分に行う

ことが強調されていた (Rourke[1945J 134)。

Occupational Education誌では低IQ学級の論文は

1件であり (Rourke[1945J 134)、(そのほかの

論文中で扱っている場合もあるが)、作業所に

おける就労や施設入所に向けた連続牲と段階性

や、低IQ学級ならではの感覚・運動訓練と将

来に向けた学習の関連などについては十分な議

論がなされなかった可能性がある。

V. むすび

1942年から 1947年のニューヨーク市CRMD

学級「職業教育」の理念と実態をまとめると次

の点が指摘で、きる。理念としては「職業教育」は、

①単なる職業技術スキルの提供にとどまらず

ソーシャルスキルを重視する、②生活全体に適

応させるために提供する教育活動全体で、あり、

③入学から卒業まで長い期間連続的・段階的に

実施するという理念的特徴を有しており、この

特徴が教育のiヨ襟・内容・方法に反映されてい

た。

教育目標は、社会貢献と社会的成熟、社会適

応、に設定された。教育内容と方法として、 rJ倣
業教育Jのコア・カリキュラムのモデルが形成
された。コア・カリキュラムは、主にソーシャ

ルスキル、言語技術、算数、健康・安全、職業

スキルの五領域からなり、①家庭生活から地域

生活、就労生活へと内容の広がりと連続性をも

っ、②言語技術、算数など道具教科を生活経験

とドリル等の基礎的な認知学習の両ml1Jで、行う、

③ソーシャルスキル、健康と安全、時計の読み、

カレンダーなどの生活スキルに関わる内容は一

度教えたら終わりではなく繰り返し行う、④集

団活動を重視し、共通する問題を議論する方法

を採用するという特徴があった。

このカリキュラムが推進された背景として、

①1931年ホワイトハウス会議以降の社会適応

および将来の生活に応じた教育重視の指向が

1940年代も継続されたこと、②前青年期・青

年月]の生徒の増加、③ハンガーフォードの教員

と組織への戦略的な働きかけを指摘できるが、

既述のように多様な生徒集団に対しどのように

rJ賎業教育jを展開するかは課題であり議論が
なされた。コア・カリキュラムは、ある集団の

事例であるため、実際にHい、る場合は各教f'lTIiで

修正してよいとされ、当時はニューヨークmljヨ
の4分の lのCRMD学級はそのまま行い、そ

れ以外はモデルを修正し実施していたという

(Kelleher [1949J 131) 0 r職業教育jコア・カリ
キュラムは、 CRMD学級入級から卒業までの一

貫した連続的・段階的な指導モデルであるが、

それのみで全精神遅滞生徒に適用できるのでは

なく、生徒集団のニーズの把握、学級実態に合

わせたカリキュラムや指導法の修正と工夫、生

徒の成長を促し授業を改善するための評価など

のCRMD教師の専門性が不可欠であったとい

える。

註

1 )ハンガーフォードは、 1903{J三ミシガン州コン

コードで生まれた。アルピオンカレッジ(Albion

College) で学士号を取得した後、ミシガン大

学 (theUniversity of Michigan)で修士号を取得

した。デトロイト市公立学校で教師をした後、

1939年~1942年デトロイト市特別教育プログ

ラムの指導主事になった。 1935年から f職業

教育」を試行しており (1941年に発表;

Hungerford [1941])、その経験を 1942~5311三の

ニューヨーク市BCRMDのディレクターとして

の帝王!倹にj舌かしていく。 195411三、彼は、ニュー

ハンプシャー (NewHampshire) のラコニア

(Laconia)の州立学校の教育長を務め、その後、

テキサス州ピクトリアのtheGulf Bend Center 

for Children and Youthの上級ディレクターを務

めた。またボストン大学 (BostonUniversity) 

で特別教育の教授を務めた (levine[1977J 

136)。

2 )世界恐流主j、昨ニューヨーク711は正規雇用教員

の給与のカットなど大規棟なリストラを行っ

たが、 1934年からニューデイール政策による

公共事業によって経済状況が改善しはじめ、

当市公立学校では校舎の新設と増築、多数の

実験的なプロジェクトの実施、クリニックの
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開設など健康サービスの充実が I~I られた。

1937年に教員の給与は通常に戻り、 1938年に

は教育委員会のプロジェクトにより 14，500人

が雇用された。 1939年には経済1m復が軌道に

乗り、ニューヨーク万博が開催された (New

York City Board of Education [1949J 114， 117， 

118) 。このように、 1930年代中頃~ 1940年代

初頭の当市では経済状況の好転に科旬、新たな

教育事業を歓迎する指向がみられた。こうし

た指向も、精神遅滞者への職業教育強化の主

践を後押ししたと思われる。

3 )むろん、通常教育でも職業教育だけではなく

学校全体としてみれば、幼児教育とハイ・ス

クールが発展することでより長く学校で学ぶ

{頃向になっていた (NewYork City Board of 

Education [1949J 120，196)。

4)そのほかの低IQ学級の自楳として、生徒の幸

福、欠揃的な神経システムへの支援、社会適

!応志をi立昆U助!tり功j力b:1長支する社会的'知的な (句mη1e叩nt泊a剖1)i活舌3弱動手弱jの
提f供j共七が挙げられた(恨Rou山Irke[仕19悩45司J1日34ω)0 

5 )教師の新しい指導スキルの獲ー得を支援するた

めに学校と学校区のカリキュラム委員会が

ワークショップと現職教員研修を実施する取

組みはニューヨーク市公立学校全体のトレン

ドであった (NewYork City Board of Education 

[1949J 196)。

6 )年次報告内に 1947年の生活年齢別分布に関す

る統計資料がなかったため、当該統計資料の

ある最も近接した年である 1949年を検討対象

とした。

7) ニューヨーク市教育委員会は、 1935年「不適

);15、と非行のための共同委員会J(The Joint 

Committee on Malad‘justment and De!inquency) を

設置した。当委員会は、ハイ・スクールでは、

優秀、ノーマル、遅進 (s!ow) な生徒が加練校

舎で分離されるよりも一つのハイ・スクール

でグループ分けされるべきであること、 IQ80

未満の生徒にアカデミックな卒業証書を得る

コース・オブ・スタディを強いないことを提

言"した (NewYOl・kCity Board ofEducation [1949J 

144)。そして 1943年教育委員会は、ノン・ア

カデミックな知能の生徒 (non-academicminded 

students) に合う幅広い選択を認めるコースの

導入を決定した。このコースは学校評議会の

試験 (Regentsexaminations) を受けない生徒に

も卒業証書を授与する (NewYork City Board of 

Education [1949J 164)。実際にハイ・スクール

のCRMD学級における進級は出席と努力に

基づいて判断され、 12学年に達した生徒は

卒業証書を得て卒業していた (TheCurricu!um 

Council and Curriculum Development Division， 

Board ofEducation， City ofNew York [1948.11J 5)。
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Historical Study of the Idea and Core-curriculum of “Occupational Education" Program for 
Children with Retarded Mental Development， in 1940s CRMD， New York City. 

Takako HOMMA 

This paper clarifies the principles 01' the development and actuality of the core-curriculum 01' the 

“Occupational Education" program 1'or children with retarded mental development in New York City 

in the 1940s目 τhisprogram was created 1'or the purpose 01' developing social contribution， social 

maturity， and social adjustment. The principles 01' this program were as follows; 1) to develop non-

manual skills (social skills) and manual skills equally， 2) to 1'ocus all the school activities on 

developing a child's adaptability to whole life， 3) to ensure that this W01・kcontinues 1'or the entire 

duration that child in school. The core-curriculum had 1'ive subject areas: social-skills， language， 

arithmeticう healthand sa1'ety， and vocational skills. This curriculum was characterized by iollows; 1) 

the scope and order 01' life at home， in the community， at the work place， 2) performing tasks based on 

li1'e experiences and cognitive drills， 3) emphasizing group work and discussions， and 4) repeatedly 

teaching social skills and life skills. 

Key words: Classes for Children with Retarded Mental Development (CRMD)in New York City， 

occupational education， core-curriculum， Richard Hungerford 

School for Mentally Challenged at Otsuka，τらukubaUniversity 


